別紙４
入　札　保　証　金　説　明　書
入札保証金について
１　入札保証金の額

見積る契約金額の100分の５以上の金額を納付すること。納付の方法は４による。

２　入札保証金の還付

入札保証金は入札終了後に還付する。ただし、落札者の入札保証金は、納付すべき契約保証金の全額又は一部に充当する。

３　入札保証金の免除

次の⑴又は⑵のいずれかに該当するときは、入札保証金の納付が免除される。

1 　保険会社との間に沖縄県を被保険者とする入札保証保険契約を締結し、その証書を令和２年10月26日（月）午後５時までに提出した場合

2 　国（独立行政法人、公社及び公団を含む。以下同じ。）又は沖縄県もしくは沖縄県以外の地方公共団体と種類及び規模をほぼ同じくする契約を締結した実績を有し、これらのうち過去２年の間に履行期限が到来した２つ以上の契約を全て誠実に履行したことがわかる書類（様式第２号）を令和２年10月26日（月）午後５時までに提出した場合
	 ※　「過去２年の間」とは、本件入札実施日を基準として過去２年間である。したがって、平成30年（2018年）10月30日以降に、契約期間が満了し、誠実に履行したものが対象となる。契約締結日に関する期間の制限はない。
※　入札参加者が支社等である場合、当該支社が締結した契約のみが対象となる。


４　現金で納付する場合の納付方法

	納付方法
	1 　様式第２－２号の債務者登録票に必要事項を記入し、令和２年10月26日(月)午後５時までに、沖縄県立芸術大学 事務局 総務課へ提出する。

2 　債務者登録票に基づいて納付書を発行するので、下記納付場所において納付し、領収証の写しを沖縄県立芸術大学 事務局 総務課へ速やかに呈示すること。

	納付場所
	納入通知書に記載の金融機関

	納付期間
	　令和２年10月26日（月）から同年10月28日（水）まで

　※納付場所の窓口対応時間に留意すること。

	還付方法
	入札終了後、概ね３週間後に登録した口座へ振り込む（落札者以外）


５　入札保証金に代わる担保（事前に契約担当者と相談すること。）

入札保証金は現金での納付以外に、次に定める担保の提供をもって代えることができます。

⑴　国債及び地方債

担保の価値：額面金額又は登録金額

⑵　政府の保証する証券

担保の価値：額面金額又は登録金額(発行価額が額面金額又は登録金額と異なるときは発行価値)の８割に相当する額

⑶　銀行又は契約担当者が確実と認める金融機関が振り出し、又は支払保証をした小切手

担保の価値：小切手金額

⑷　銀行又は契約担当者が確実と認める金融機関が引き受け、又は保証若しくは裏書きをした手形

担保の価値：手形金額（その手形の満期の日が当該手形を提供した日の１月後にあるときは、提供した日の翌日から満期の日までの期間に応じて当該手形金額を一般の金融市場における手形の割引率によって割り引いた金額）

⑸　郵便為替証書及び定期預金債権

担保の価値：当該債権証書に記載された債権金額（定期預金債権にあっては、当該債権に質権を設定し、当該債権に係る証書及び当該債権に係る債務者である銀行又は契約担当者が確実と認める金融機関の承諾を証する確定日付のある書面を提出すること。

⑹　契約担当者が確実と認める社債

担保の価値：額面金額又は登録金額(発行価額が額面金額又は登録金額と異なるときは発行価値)の　８割に相当する額

⑺　契約担当者が確実と認める金融機関の保証

担保の価値：保証金額

６　その他

上記の各種手続に関する受付時間は、指定がある場合を除き、午前９時から午後５時までとする。

様式第２号
履 行 実 績 証 明 書
沖縄県立芸術大学　学長　殿

住　　　　所

商号又は名称

氏　　　　名　　　　　　　　印
国、又は地方公共団体との契約状況について、下記のとおりであることを証明します。

	発 注 者
	業　　務　　名
	金　額

（税込み）
	着手年月
	完了年月

	
	
	
	平成○年○月
	平成○年○月

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


(1) 同規模の契約か確認できるように、台数を必ず記入して下さい。
(2) 発注者については、国（独立行政法人、公社及び公団を含む）又は地方公共団体に限ります。

(3) 契約書、仕様書の写し及び契約を履行したことを証明する書類を添付してください。（可能な限り両面印刷等を活用し、資料の軽量化にご協力お願いします。）

契約書は、契約状況（業務名、契約者、契約金額、履行期間等）が分かるページだけで構いません。
· 契約を履行したことを証明する書類
　・検査合格通知書
　（通帳の入金が確認できるページ（不要部分は黒塗りしてください。）でも可。）
